
　　　第３回佐久市立中央図書館建替整備ワークショップの報告

１　開催概要

日　時： 令和4年11月27日（日）13：00～15：30

場　所： 中央図書館　視聴覚室

参加者： 13名

内　容： ⑴　事務局より先進事例について情報提供。

⑵　グループワーク（4グループ）

　　テーマ「複合施設について考えよう」

　　　先進事例を踏まえ、施設に備えたい機能について意見交換。

⑶　各グループ意見発表

２　意見一覧

複合施設名 提案する理由（▲は課題）

全施設共通 ・集会スペースや会議室、トイレなどを共有することで管理運営費や人員

を抑えることができる

・相互に利用したことない人が利用するきっかけになる

創造館 ・音楽、芸術的雰囲気が高まる

　習い事のできる場所、 ・文化の発信拠点として市民の認知度が上がる

　市民活動施設、さくさ ・音楽などのイベントを行うことができる

　ぽのような活動の拠点 ▲音楽活動と一緒の施設になることで、音がうるさかったり、小さなスタ

ジオに入れない団体もある

・各種活動と図書館利用が結び付けられる（活動と図書館の共存）

・軽食スペースが確保できる

・待ち時間を図書館で過ごせる

美術館
・複合は集客の一役になる、どちらの施設も資料・展示品が市民に有効活

用されていない、複合されることで相乗効果が生まれる

・文化の発信拠点として市民の認知度が上がる

・全体の雰囲気が良くなる

・コラボした展示ができそうな気がする

・参加型のイベントや常設展が可能になる

・美術館と図書館を回廊で結ぶ

・美術系に特化した書架、市民ギャラリー

・アートに接することで、美術の本に触れられる

・絵と知識を同時に得ることができる（絵や作者にまつわる本は別フロア

などにして）

▲美術品の収蔵スペースが膨大なので、他の機能を増やすなら負荷になる

のでは
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複合施設名 提案する理由（▲は課題）

文書館・郷土資料館

　郷土資料（古文書等） ・地域資料を探すのに便利

・佐久地区の資料を集中管理し、閲覧や貸出などが提供できる状態にす

る、展示と情報が充実した施設になる

・旧臼田公民館の保有する古文書の保管、活用が図れる

・郷土資料を一か所に集めて学術的価値を公開する

・郷土資料展示スペース

・アーカイブ化も望む

　市町村誌編纂の基に

なった原資料を集めた文

書館

・現佐久市を構成する資料が旧町村に分散保管されている「公文書」「古

文書」は散逸の恐れがあるうえ、利用者に供されるようになっていない状

況を解決するため

　旧公文書の保管書庫 ・佐久市役所の旧文書や保存期間が過ぎた公文書を取捨選択し、将来、検

証のために必要な文書を保管する

　産業文化資料館「博物

館」

・日本酒、ワインが佐久に来たら学ぶことができる

文化財 ・学びが深まる、博物館資料が身近になる

　考古・歴史博物館 ・文化的なスペースを全部一緒にできる

・考古学資料の実物と資料を一緒に見たい

・分散保管されていて見学し易くない、「埋蔵文化財」を集合させ展示に

供し易くする

　埋蔵文化財 ・保有している貴重な埋蔵文化財が有効活用できる

・出土品の散逸を防ぎ、多くの人たちの目にふれることで、郷土を誇らし

く思える

課題を持つ人向け ・医療情報サービス

（各種相談窓口につなげ

るサービス）

・法律情報サービス

・企業支援

・就業支援

情報・調べる施設

　学習スペース ・知的好奇心を刺激するものに浸りたい

　DX推進室 ・情報発信の基地化

・国立国会等のDBがたくさん使えるスペース（端末もあり）

体験系 ・本に飽きても一日すごせる遊べる場所

・図書館の本を使って実体験できるところ

イベントホール

　講演会ホール ・学ぶ拠点としての情報集積、発信機能

　アニメミュージアム

（武論尊氏とコラボ）

・図書館もアニメスペースを充実させて、佐久をアニメの拠点に

　アニメや漫画とのコラ

ボスペース

・今の時代、アニメや漫画とのコラボ企画はあってよい、漫画が学びにつ

ながることもあるため関連書籍など、展示の誘致したらよい
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複合施設名 提案する理由（▲は課題）

ホール ・おしゃれなイメージ、音がうるさいかもしれないが

　映画上映施設 ・にぎわい、集客

　ホール、講堂 ・発表ができる場所

子育て支援施設・親子の

スペース

・親子で過ごす時間の中に読み聞かせや読書につながるきっかけが生まれ

る

・教育玩具で遊び、その中で本にも触れられる

　子どもスペース、相談

が気軽にできるところ、

行政の子育て支援スペー

ス

・子育て支援関連の日を設け、子育て相談員を置く（読み聞かせのある日

などに出張相談）

・本を読みに来る、遊びに来るついでに相談することができて気軽さが増

す、空間の在り方には検討が必要

中高生向け

　中高生のスペース ・学習の有無に関係なく中高生の居場所を作る

・中高生の持つ課題、進路、学習、悩み、体のことなど知りたい情報を手

に入れることができる

　行政の相談窓口 ・ヤングケアラー、不登校等の相談、スクールカウンセラーにつなぐ等

飲食スペース ・中高生が終日勉強できる場所、居場所づくり（治安や衛生面は検討）

カフェ ・親子の居場所のひとつになる

・ゆっくりできるくつろぎの場所

・本を読みながらコーヒーを飲める

・自然の中で過ごす時間を提供

・カフェとレストランを併設し、スペースは共有する

・まったりしたい、本と離して

・本を読んでいるとなにか食べたくなるから、長く図書館に滞在するきっ

かけになる（個室）

行政機能等

　郵便局 ・立ち寄りに便利

　出張所 ・住民票の取得や税金の支払いが便利

商業施設

　ショッピングモール ・集客になる、気軽に寄れる、カフェに寄ったり買い物ができる（場所が

あれば）

・ＶＲ等を見る場所を設けることで図書館になじみが増す

　スーパー ・特売品と連動した本の紹介、特集、おすすめ本の陳列

・ツルヤと共同のWorkshop

　地域の物（野菜等）が

購入できる場所
・利用者の利便性向上

　本屋 ・読みたい本、気に入った本が買える

　本屋 ・借りるだけでなく、買える本にふれる

　古本屋 ・古本販売のための棚のレンタルスペース（一棚一棚に店主がいる共同書

店PASSAGE by ALL REVIEWSのような）
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